
工事写真帳の撮影について

下記撮影要領のとおり、工事写真の撮影をお願いします。

項目

土工

掘削工 有□　無□

埋戻工 有□　無□

基礎工 有□　無□

管路工 チェック欄

支管取付※1 有□　無□

穿孔 有□　無□

離隔確認※1 有□　無□

管路布設※1 有□　無□

公設桝設置 有□　無□

舗装工 チェック欄

表層工 有□　無□

上層路盤工 有□　無□

下層路盤工 有□　無□

仮設工 チェック欄

矢板工※1 有□　無□

交通規制 チェック欄

交通誘導員 有□　無□

撮影要領

表層実施前に、スタッフ等により、舗設厚さを撮影すること。

撮影要領

掘削深さが1.5mを超える場合は、矢板の施工状況を撮影するこ
と。

車道を規制する場合は、交通誘導員を配置しているか、撮影をす
ること。

撮影要領

路盤の施工厚さをスタッフ等により、撮影すること。また、転圧
完了後は、転圧状況が明確となるように、全景写真を撮影するこ
と。

※1　忘れずに、撮影をお願いします。

その他、適宜、撮影をお願いします。

支管の取付状況を明確に撮影すること。暗い場合は、電灯により、対策
をすること。また、申請書通りの部材が設置されているか確認をし、撮
影をすること。また、併せて、マンホールから何ｍ離れているか、写真
に収めること。

管路の布設後、勾配器により、取り出し管の場合は、1％以上の勾配を
確保しているか確認をし、撮影をすること。本管については、当初申請
した勾配となっているか確認をし、撮影すること。

公設桝を設置した際に、水平が保たれているか、勾配器により確
認をし、撮影をすること。

チェック欄

撮影要領

掘削状況を撮影すること。撮影の際には、掘削深さ、延長、幅が明確と
なるように、スタッフを入れ撮影すること。

埋戻を行う際は、原則、２０ｃｍ転圧を実施し、１層ごとに撮影を行う
こと。埋戻材料の厚さが分かるように、スタッフを入れ、撮影するこ
と。

埋戻材料の厚さが分かるように、スタッフを入れ、撮影すること。ま
た、転圧後の写真も撮影すること。

撮影要領

1本以上の取付管を設置する場合は、取付管同士の離隔が１．０ｍ以上
確保されているか確認をし、スタッフを入れ、撮影をすること。

取付管を施工する前に、申請通りの口径で穿孔がされているか確認を
し、撮影をすること。




